
信
ヶ
岳
が
あ
る
が
、
そ
の
前
に

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
西
沢

渓
谷
の
源
流
は
ず
っ
と
左
の
国

師
ヶ
岳
か
ら
流
れ
出
て
、
鶏
冠

山
の
麓
を
通
る
。

山
に
は
様
々
な
広
葉
樹
が
あ

る
。
一
部
に
は
紅
葉
が
始
ま
っ

て
い
る
。
後
、
一
月
も
し
な
い
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鶏
冠
山

山
梨
県
山
梨
市

西
沢
渓
谷
ネ
ト
リ
大
橋
か
ら

二
〇
二
〇
年
十
月

西
沢
渓
谷
に
か
か
る
ネ
ト
リ

大
橋
に
立
つ
と
目
の
前
に
に
わ

と
り
の
鶏
冠
の
よ
う
な
ご
つ
ご

つ
し
た
山
、
鶏
冠
山
が
見
え
る
。

岩
登
り
の
技
術
が
な
い
と
と

て
も
登
れ
な
い
山
だ
。

山
梨
県
の
北
東
、
山
梨
県
と

埼
玉
県
、
長
野
県
の
境
に
甲
武

う
ち
に
様
々
な
色
合
い
の
紅
葉

が
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。

鶏
冠
山
の
標
高
は
二
一
一
五

ｍ
。
同
じ
漢
字
で｢

け
い
か
ん

ざ
ん｣

別
名
黒
川
山
が
南
東
方

向
に
あ
る
。
こ
ち
ら
は
一
七
一

〇
ｍ
。
信
玄
の
時
代
、
金
が
取

れ
た
そ
う
だ
。

と

さ
か
や
ま

と
さ
か

二
〇
一
六
年
に
始
ま
っ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。

健
康
保
険
証
や
運
転
免
許

等
、
様
々
な
機
能
を
集
約

し
便
利
に
な
る
筈
。
し
か

し
、
中
々
普
及
し
な
い
。

｢

二
〇
二
二
年
度
末
、
全

国
民
に
行
き
渡
る
よ
う
に｣

と
菅
首
相
。

デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
け
デ

ジ
タ
ル
化
を
促
進
と
云
う
。

一
方
、
振
込
詐
欺
、
ド

コ
モ
口
座
不
正
使
用
、
Go

To
ト
ラ
ベ
ル
で
空
予
約
し

て
ク
ー
ポ
ン
を
詐
取
等
、

デ
ジ
タ
ル
を
介
し
た
犯
罪

が
後
を
絶
た
な
い
。
犯
人

は
捕
ま
ら
な
い
。
詐
取
さ

れ
た
お
金
も
戻
ら
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
活
用
し

て
い
る
の
は
犯
罪
者
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ら
、

お
金
の
動
き
を
調
べ
、
犯

人
を
見
つ
け
、
詐
取
さ
れ

た
お
金
を
取
り
戻
せ
る
筈

だ
が
出
来
て
い
な
い
。

一
枚
の
カ
ー
ド
に
全
て

の
個
人
情
報
が
集
約
さ
れ

た
ら
、
ど
ん
な
被
害
に
あ

う
か
分
か
ら
な
い
。

さ
ら
に
根
っ
こ
は
深
い

一
九
八
三
年
、
学
術
会

議
法
は
改
定
さ
れ
た
。
学

者
間
の
選
挙
で
選
ば
れ
て

い
た
の
を｢

学
術
会
議
の

推
薦
に
基
づ
き
首
相
が
任

命｣

と
な
っ
た
。
こ
の
時

｢

政
府
は
学
術
会
議
の
推

薦
を
そ
の
ま
ま
形
式
的
に

任
命
す
る｣

と
説
明
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
学
術
会
議

法
は
改
定
さ
れ
た
。

菅
首
相
が｢

任
命
は
首

相
の
権
限
。
推
薦
通
り
に

任
命
す
る
義
務
は
無
い｣

と
云
う
の
は
明
ら
か
な
法

律
違
反
。

｢

後
か
ら
解
釈
を
変
え｣

法
律
の
意
味
を
首
相
が
変

え
る
の
は
国
家
的
な
詐
欺

で
は
な
い
か
？

そ
の
張
本
人
が｢

絶
対

安
心
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る｣

と
云
っ
た
時
、
皆
さ
ん
は

信
用
し
ま
す
か
？

政
治
の
信
頼
な
し
に
は

デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ま
な
い
。

デジタル化 が進 まない訳 は

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


